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SEA JAPAN 2014 開催のお知らせ 

世界の海事関連企業・団体が一堂に集結！ 

 

「SEA JAPAN」とは、造船・海運国「日本」と世界を結ぶ国内最大の国際海事展です。 

日本の海運、造船、舶用機器産業は、過去数年にわたり、国際競争や経済情勢の低迷に加

え、長引く円高という荒波に遭遇しました。しかし、“パーフェトストーム”とも言うべきその荒波を

乗り越えてきた日本の海事産業は、以前にも増して進化を遂げています。また、地球温暖化

防止、省エネ、環境保護の視点から注目を集めるエコシップの開発技術においても、今、日本

には世界をリードする多くの先端技術が存在しています。 

 

この造船・海運国「日本」で開催される最大の国際海事展 SEA JAPAN には、造船技術、舶用

機器、海事関連サービスにいたるまで船舶を中心とした最新製品・技術を紹介する 480 の出

展企業が 30 の国と地域から集結。日本そして世界に向けその技術を発表します。 

 

 

「ジャパン海事クラスター」 過去最大規模のジャパンパビリオン！ 

前回、その展示規模を２倍に拡大し業界関係者の注目を一手に浴びた（一社）日本舶用工業

会の主催するジャパンパビリオンが、今回は更にその規模を拡大し、国内外に向け日本の最

新の舶用機器・技術を紹介します。また、ジャパンパビリオン内には、国土交通省の全面協力

のもと、「テーマゾーン」を設置。「海洋開発」と「エコロジー」をテーマに設置されるこの特別ゾ

ーンには、日本を代表する海運会社、造船所、大学、研究機関、官庁、業界関連団体が出展

し、最先端の技術やサービスを世界に向けて配信します。 

 

 

SEA JAPAN 2014 は、海の環境問題と安全対策を考えます！ 

今回の SEA JAPAN では、世界の海事産業にとっての重要な課題である「環境保全」、「海洋

開発」、そして「海洋安全」にスポットをあて、展示会やセミナーを通じてその最新動向を紹介し

ます。展示会場では、超低排出ガスディーゼルエンジンや最先端の省エネ機器、船舶用空気



圧給油装置、船舶用ソーラーシステム、環境対応型塗料などをはじめとした様々な先端技術

をご覧いただけます。また、会場内には新たに「海洋セキュリティーパビリオン」も誕生。お見逃

しなく！ 

 

 

業界最新情報満載 ～ 国際展示会に加え、様々なセミナーやイベントを併催！ 

SEA JAPAN 2014 には、国際展示会に加え、業界が直面する課題を考え、最新動向を探る

様々な業界セミナーが併催されます。また、会場内に設置されたイベントステージでは、会期３

日間を通じ日本の海事産業のカンフル剤となるべく多彩な関連イベントを開催します。 

 

開催概要 

名称：SEA JAPAN 2014 

会期：2014 年 4 月 9 日（水）～4 月 11 日（金） 10:00～17:00 

会場：東京ビッグサイト 東 1・2 ホール 

後援：国土交通省、一般社団法人 日本船主協会、日本内航海運組合総連合会、 

 一般社団法人 日本造船工業会、一般社団法人 日本中小型造船工業会、 

 日本船舶輸出組合、一般社団法人 日本舶用工業会、日本貿易振興機構（ジェトロ） 

 

プログラム 

展示会 

2014 年で１１回目を迎える国際海事展 SEA JAPAN は、日本海事業界の活性化の波に乗り、

拡大の一途をたどっており、前回の展示会には４６６社の出展社と 17,728 名の来場者が東京

ビッグサイトに集結。過去最大の規模での開催となりました。今回も過去最大規模のジャパン

パビリオンはもとより、ドイツ、UK、デンマーク、オランダ、ノルウェー、中国、韓国、台湾のパビ

リオン出展が決定しており、国際色豊かに展示会を盛り上げます。 

 

国際海事セミナー 

環境保護と経済成長を両立させるグリーン成長と海洋開発の 2 つをテーマに、国土交通省が

初めて SEA JAPAN で開催する新企画の国際セミナーです。OECD (経済協力開発機構)をは

じめとしたグリーン成長の分野を先導する団体や企業の方々にその取り組みについて紹介い

ただくとともに、世界の資源開発関連企業を招いての海洋資源開発の現状と課題について解

説します。 

 

国際会議 

恒例イベントとなった海事プレス社主催会議の今回のテーマは、「日本海事産業 復活 －真

の成長を目指す」。 海運、造船、舶用業界から日本を代表するリーダーを招き、日本の海事



業界の羅針盤となるべく、その将来像を探ります。会議の冒頭には、特別講演として住友商事

株式会社 取締役会長 大森一夫氏に、また基調講演として株式会社商船三井 代表取締

役社長 武藤光一氏にご登壇いただきます。この歴史を変える 1 日にお立会ください。 

 

記念セミナー 

SEA JAPAN 2014 の開催を記念し、会期３日間を通じて展示会場内に設置された特設セミナ

ールームにて開催される「記念セミナー」。海上技術安全研究所、日本海運集会所、国土交

通省などの主催セミナーをはじめ、「海賊対策」、「環境保護」、「海洋エネルギー」、「環境保

護」をテーマに産官学の多彩な分野からお招きした講師陣が、現在業界が直面する課題と今

後の戦略について解説します。 

  

ニューテクノロジーセミナー 

SEA JAPAN に参加する出展社が、その最新製品や最新技術をセミナー形式で発表する「ニュ

ーテクノロジーセミナー」は、貴社の競争力強化のための多彩かつ専門的な情報の宝庫です。

展示会場内に設置される 2 つの会場で開催されるこのセミナーには、SEA JAPAN のすべての

来場者の方にご自由に参加いただけますので、新たなサプライヤーとの出会いの場として、出

展社のブース訪問と併せ、是非、ご聴講ください。 

 

ステージイベント 

展示会場に設置された特設オープンステージでは、海を舞台に展開された様々な日本人の

挑戦を紹介します。「南極観測隊」、「アメリカズカップ」、「深海 8,000ｍ」、「被災地支援」。様々

なフィールドにおける挑戦者たちがいかに困難と向き合い、アイデアをもって乗り越えてきたの

か。それぞれ戦いの場所は異なるものの、目標に向い一丸となって努力する姿は、日本経済

再生に向けて我々が必要とする「何か」を提示してくれるに違いありません。 

 

国際海事セミナー – International Maritime Seminar - 

■主催：国土交通省 

■日時： ４月９日（水） 9:30 – 17:00   

■会場： 東京ビッグサイト 会議棟 6F 605 号室 

■受講料： 無料 / 事前登録制 

■言語：同時通訳（日本語⇔英語） 

事前登録制ですので、聴講をご希望の方は、本招待状の申込書をご利用いただくか、ホーム

ページ(www.seajapan.ne.jp)よりお申し込みを行ってください。 

 

セミナー番号：S-1   

4 月 9 日(水) 9:30～12:20    ※冒頭にオープニングセレモニーを行います。 



OECD 日本国加盟 50 周年記念セミナー 

グリーン・フロンティア ～海事産業におけるグリーン成長～ 

 

OECD 日本国加盟 50 周年を記念し、海事分野において新たな需要喚起が期待されるグリー

ン成長分野について、OECD における取組を紹介するとともに、海事先進国や民間企業にお

ける新規事業等の取り組みについて紹介する。 

 

【参加予定】OECD 事務局、ノルウェー貿易産業省 他 

セミナー番号：S-2  

4 月 9 日(水) 13:00～17:00 

海洋開発イノベーション ～海洋フロンティアへの挑戦～ 

 

海外の資源開発関係企業から、世界の海洋資源開発の現状と課題等について紹介するとと

もに、日本企業による海洋資源開発に関する取り組みについて紹介する。 

 

 【参加予定】Petrobras（ブラジル）、Statoil（ノルウェー）、Technip（フランス）、DNV（ノルウェー） 

他 

 

国際会議  セミナー番号：S-3 

■主催：(株)海事プレス社、UBM ジャパン (株) 

■日時： ４月 10 日（木） 9:30 – 17:40   

■会場： 東京ビッグサイト 会議棟 6F 605 号室 

■受講料： \17,000 （税込） / 事前登録制 

事前登録制ですので、聴講をご希望の方は、本招待状の申込書をご利用いただくか、ホーム

ページ(www.seajapan.ne.jp)よりお申し込みを行ってください。 

 

SEA JAPAN 2014 国際会議プログラム 

日時：４月 10 日（木）午前 9 時 30 分～午後５時 40 分 

場所：東京ビッグサイト シアター会議場（国際会議棟 6 階 最大 500 人収容） 

主催：UBM ジャパン／海事プレス社 

聴講料：￥17,000（税込） 

 

■9:30～10:10 

特別講演「環境変化と商社ビジネスの変遷」 

住友商事株式会社 取締役会長 大森 一夫 氏 

 



■10:10～11:00 

基調講演「日本海運の事業環境と商船三井の戦略」 

株式会社商船三井 代表取締役社長 武藤 光一 氏 

 

■11:00～11:50 

講演「日本の舶用業界の課題と将来」～求められるイノベーションとグローバル化～」 

日本舶用工業会 会長（ナカシマプロペラ株式会社 代表取締役社長）中島 基善 氏 

 

■13:30～14:20 

講演「日本郵船の LNG 船事業拡大に向けた戦略と市場動向 

～上中流事業参画/海洋事業への展開～」 

日本郵船株式会社 代表取締役専務経営委員 長澤 仁志 氏 

 

■14:20～15:10 

講演「事業改革を経たドライバルク事業戦略と市況見通し」 

株式会社商船三井 専務執行役員 永田 健一 氏 

 

■15:30～16:20 

講演「海洋資源開発事業の発展と我が国海事クラスターの役割」 

川崎汽船株式会社 常務執行役員 青木 宏道 氏 

 

■16:20～17:40 

重工系造船 4 社首脳座談会「日本造船業、未来への成長戦略」 

三菱重工業株式会社 執行役員（交通・輸送ドメイン船舶・海洋事業部長）柳澤 順三氏 

ジャパンマリンユナイテッド株式会社 代表取締役社長 三島 愼次郎 氏 

川崎重工業株式会社 代表取締役常務（船舶海洋カンパニー プレジデント）村上 彰男 

氏 

三井造船株式会社 取締役（船舶・艦艇事業本部長）福田 典久 氏 

司会 日本船舶投資促進株式会社 代表取締役社長 川戸 忍 氏 

 

 

記念セミナー 

■日時： ４月 9 日（水）・１0 日（木）・１１日（金）   

■会場： 展示会場内セミナー会場 C 

■受講料：受講料： 無料 / 事前登録制 

事前登録制ですので、聴講をご希望の方は、本招待状の申込書をご利用いただくか、ホーム



ページ(www.seajapan.ne.jp)よりお申し込みを行ってください。 

 

＜海洋セキュリティーセミナー＞ 

セミナー番号：C -1 4 月 9 日(水) 14:00～14:50 

「日本の海洋政策と海洋社会の創造」 

東海大学海洋学部 教授 山田 吉彦氏 

 

昨今、世界の海では海賊問題、海域紛争、漁業紛争など様々な問題が起きています。 

この世界の海で日常艇に発生している諸問題を安全保障の観点からとらえ、 

現状を分析するとともに対策を検討します。 

 

セミナー番号：C -2 4 月 9 日(水) 15:00～16:00 

海洋セキュリティー 「海賊達との攻防～ソマリアから西アフリカへ」        

東京海上日動火災保険株式会社 

株式会社亀屋 代表取締役社長 山崎 正晴   

 

2007 年から国際海運業界が悩まされてきたソマリア海賊による被害は、2013 年に入って急

速に減少した。その一方、西アフリカギニア湾では海賊被害が急増している。ソマリア海

賊問題はこのまま終焉を迎えるのか、ギニア湾の海賊との関係は、ソマリアでの海賊対策

がギニア湾の海賊には通用しない訳は何か、この二つの海賊の実態を解明しつつ、今後の

見通しを考えて見たい。 

 

＜海上技術安全研究所主催セミナー＞ 4 月 10 日(木) 10:30～12:30 

セミナー番号：C -3  

4 月 10 日(木)  10:30～11:05   

冒頭挨拶    (独)海上技術安全研究所 理事長 茂里 一鉱氏 

     (メモ) 茂里氏の掲載方法は前回と同様 

 

「国際海運からの GHG 排出削減に向けて－流体分野の取組み」 

（独）海上技術安全研究所 流体設計系長 宇都 正太郎氏 

 

国際的な規制の強化を受けて、海上技術安全研究所の流体部門では GHG 排出削減に向けた

技術開発を実施してきた。本講演では当所で開発された各種の省エネデバイスを紹介する

とともに、船舶の性能評価を可能とする基盤的なツール群の概要を報告する。さらに GHG

規制の策定に対する当所の貢献について述べる。 

 



セミナー番号：C -4  

4 月 10 日(木)  11:20～11:50 

「排ガス環境規制の強化と対応」 

（独）海上技術安全研究所 環境・動力系長 春海 一佳氏 

 

船舶からの排ガスに対する環境規制は強化され続けてきている。IMO の Tier III が規制の

終着駅ではなく、今後さらなる規制がかかる可能性もある。現状の規制を概観すると共に、

燃料油硫黄分やブラックカーボン等、今後さらに規制がかかる、あるいは規制がかかる可

能性がある大気汚染物質に対し技術的にどう対応するかを概説するとともにその問題点も

示す。 

 

セミナー番号：C -5  

4 月 10 日(木)  12:05～12:35 

「浮体施設での再生可能エネルギー利用の安全性評価に関する最近の話題」 

（独）海上技術安全研究所 洋上再生エネルギー開発系長 井上 俊司氏 

 

我が国では、複数の浮体式洋上風力発電の実証事業が進捗中であり、また、波力、海流等

の海洋エネルギー利用に関する実証フィールド設置も考えられている。発電コストの低減、

環境との調和と共に、最重要課題の一つである安全性確保に関する思想や技術について、

最近の話題を紹介する。特に、我が国の大水深海域に適した浮体式施設についての安全性

にスポットを当てる。 

 

＜日本海運集会所主催セミナー＞ 4 月 10 日(木) 14:00～16:30 

セミナー番号：C -6 

4 月 10 日(木) 14:00～15:00 

「海洋開発：海運事業者が抱える異次元の事故リスク」 

三井住友海上火災保険株式会社 海損部 副部長 星 誠氏 

 

海洋開発に参入すると、海運事業とは異次元の事故リスクにさらされます。異次元のリス

クの具体事例を紹介します。その上で、この文脈では事業者が個別に保険を手配しても解

決にならないこと、契約当事者間でのリスク分担こそが重要であることを明らかにします。

リスクの全体像を把握して、負担すべきリスク、ヘッジすべきリスクを社内外に説得でき

る人財が事業成功の必要条件の一つとなることを示します。 

 

セミナー番号：C -7 

4 月 10 日(木) 15:30～16:30 



南鳥島のレアアース 泥が日本を救う 

 

東京大学 大学院工学系研究科 エネルギー・資源フロンティアセンター 教授 理学博士 

加藤泰浩氏 

 

レアアースはハイテク産業を支える最重要な資源だが，97 %を中国が生産している．我々

は，タヒチやハワイ沖，さらに南鳥島周辺の EEZ にレアアースを豊富に含有した泥が大量

に分布していることを発表し世界に衝撃を与えた．本講演では，レアアースを巡る昨今の

資源問題を解説し，南鳥島レアアース泥の特長や開発の可能性，さらに日本の執るべき資

源戦略について熱く語る． 

 

<海洋環境技術セミナー 主催：国土交通省> 

 

４月 11 日（金） 10:00 – 17:00   

*本プログラムの詳細に関しては 2014 年 2 月 18 日（火）にホームページ www.seajapan.ne.jp

にて発表。同時に聴講受付を開始します。 

 

ニューテクノロジーセミナー 

SEA JAPAN 2014 の出展企業が、最新の製品・サービス・テクノロジーを発表 

■日時： ４月９日（水）～１１日（金）   

■会場： 展示会場内セミナー会場 A & B 

■受講料： 無料 / 当日登録制 

聴講をご希望の方は、直接セミナー会場にお越し下さい。セミナー開始 10 分前から受付開始 

 

ステージイベント 

展示会場内の特設ステージで開催される日本の海事産業の更なる躍進を目指した多彩なイ

ベントの数々。SEA JAPAN 2014 の来場者の方は、どなたでもご参加いただけます。 

 

■日時： ４月９日（水）～１１日（金）  

■会場： 展示会場内イベントステージ 

■受講料： 無料 / 事前登録制 

聴講をご希望の方は、直接イベントステージにお越し下さい。イベント開始 10 分前から受付開

始。 

 

セミナー番号：E -1 

４月９日（水） 11:30 – 12:30  



「南極観測隊の食事と楽しみ！そして宇宙食も」 

  南極の料理人/和食調理人 篠原 洋一氏 

 

南極のような閉鎖的な環境で長期にわたって、同じ人たちに食事を満足させること、それ

は私がかつて働いていた豪華客船のお客様に対しても同じことでした。 

 

セミナー番号：E -2 

４月９日（水） 14:00 – 15:00  

「ニッポンのアメリカズカップへの挑戦とその後のカップ技術の進化」 

  株式会社ノースセール・ジャパン 取締役（R&D)  鹿取 正信氏 

 

1992 年のアメリカズカップに、日本がアジアで初めて挑戦したニッポンチャレンジの 2000

年のチャレンジまでの 3 回の足跡を追いながら、日本の挑戦の歴史を、実際に関わった経

験談を交えながら紹介し、その後の日本からのチャレンジがなくなった後のカップの変遷、

特に 2013 年のアメリカズカップのレース、艇などに関わる技術の進化などを紹介する。 

 

セミナー番号：E -3 

４月 10 日（木）11:00 – 12:00  

「江戸っ子１号 深海 8,000ｍへの挑戦」 

  江戸っ子 1 号プロジェクト推進委員会 

 

中小企業の活性化と下請け体質からの脱却を目指して、産学官金連携により、8000m の超

深海を目指す探査機を開発するプロジェクト。開発は大学の知恵と中小企業の技能を合わ

せて行われ、学生の実学の経験、中小企業の異業種交流と総合的な製品開発経験の取得、

海洋という未知の分野への進出などの経験が得られた。2013 年 11 月、房総半島沖の水深

8000m 海域において、3 機の機体を日本海溝に沈め、3 機とも無事回収して、世界で初めて

となる三次元のハイビジョンビデオカメラによる深海魚の撮影に成功した。 

 

セミナー番号：E -4 

４月 10 日（木）11:00 – 12:00  

「復興の一番船 熱き心 1000 キロを越えて ～常石グループの造船技術で、被災地支援」 

ツネイシクラフト＆ファシリティーズ株式会社 代表取締役社長 神原 潤氏 

 

地震と津波で大きな被害を受けた岩手県の山田町で、「三陸の人たちとともに、地域の未来に明

かりを灯していきたい」と株式会社ティエフシーを設立しました。 

この会社に山田町や隣接する大槌町や宮古市出身の男たち15名が集まりました。 



全員が船造りの未経験者でしたが、モノづくりを通して経済復興に携りたいとがんばっています。

山田町と歩んだ 3 年間の取り組みをご紹介します。 

 

デンマーク テクノロジーセミナー 

セミナー番号：D -3  

■日時： ４月１0 日（木） 14:00～15:30  

■会場： 展示会場内セミナー会場 D 

■言語：逐次通訳（英語⇒日本語） 

■受講料：受講料： 無料 / 事前登録制 

事前登録制ですので、聴講をご希望の方は、本招待状の申込書をご利用いただくか、ホーム

ページ(www.seajapan.ne.jp)よりお申し込みを行ってください。 

 

デンマークパビリオンを主催するデンマーク マリングループが、デンマーク舶用技術の最新

テクノロジーを紹介します。 

 

デンマーク マリン グループ Danish Marine Group 

 

 

また、その他のイベントとしては、４月 10 日には、今年１月に開催されたミス日本コンテストでミ

ス海の日に選ばれた 花岡麻里名さんが、SEA JAPAN 2014 オフィシャル・サポーターとして参

加！展示ブース訪問やイベント参加で、会場を盛り上げます。 

 

 

展┃示┃対┃象┃ 

━┛━┛━┛━┛━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

造船／船舶修理／舶用工業製品（軸系及びプロペラ、係船・荷役機械、舶用ボイ 

ラー、冷凍機・空調装置、発電器・電動機、公害防止機器・環境保護、 

塗料・塗装機器、安全設備・防火設備、ディーゼル機関及び推進装置、 

ディーゼル機関の部分品・付属品、配電盤・起動器・制御器、電気器具、 

熱交換機、油圧機器、油処理装置、空気機械、ポンプ、舶用タービン、 

弁・管継手、計器類、舶用燃料・潤滑油、操舵・操船装置、錨・錨鎖・ロープ、 

居住設備、航海計器・通信機器・電波計器、コンピューターシステム及びソフト 

ウェア）／港湾局・港湾管理者／港湾設備・港湾サービス／シップエージェンシー 

／舶用組織・団体／船級協会／商社／出版／他海事製品・サービス全般 

 

 



＜無料＞事前来場登録を受付中！www.seajapan.ne.jp 

展示会招待状をお持ちの方も、事前の無料来場登録をお勧めします。 

 

ホームページの来場登録のページにてご登録いただくか、SEA JAPAN 招待状をお持ちいた

だく事で展示会へ来場いただく事が出来ます。これまで日本の躍進を支えてきた、また、これ

からの日本の躍進を支えていく海事産業の祭典をお見逃しなく！！ 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

SEA JAPAN 事務局 

（UBM ジャパン株式会社内） 

担当：松岡 

TEL：03-5296-1020  

Email：info@seajapan.ne.jp 

 


